


給水車の配備と活動について

長野市では災害時などに備え、断水や赤水の発生した地区、避難所
など人が多く集まる場所、医療施設、福祉施設などに対して応急給水
活動を行うことができる給水車を９台配備しています。そのうちの４
台には、受水槽など高いところへ水を送ることができる加圧ポンプが
装備されています。
また、非常用飲料水袋なども備蓄し、災害時の応急給水活動が迅速

に行えるようにしています。

平成27年度は、水道水のにごりや断水のおそれなどといった給水
活動に1年間で118回出動しています。

コラム

災害に
備えて③

老朽化した水道施設を計画的に更新していきます。
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耐震管：離脱防止機能あり
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《年度別布設状況》

《平準化のイメージ》

種　　別 管路延長（km） 耐震化済延長（km） 耐震化率 全国平均（H25）
基 幹 管 路 217.0 74.7 34.4％ 21.6％

その他の管路 1,635.6 79.0 4.8％ ー

管 路 全 体 1,852.6 153.7 8.3％ 12.4％

老朽管とは：
既に耐用年数40年以上
経過している管路

地震等の災害時は、基幹となる管路が破損すると、広範囲にわたる断水が発生するなど大きな影響
を与えることから、基幹管路や災害時重要ルート※2の耐震化を優先的に実施します。

※2　災害時に拠点となる重要給水施設（病院、官公庁等）と主要配水池を結ぶ管路をいう
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方策

方策

長野市では、老朽化した水道施設の更新や耐震対策を人口減少に対応した適正規模で効率的に進めるため、中長期
的な視野に立ち、50年先を見据えた「水道施設整備計画」の策定を行っています。
なお、松代、若穂、小田切、七二会、信更、芋井、豊野及び簡易水道地区等の整備計画は、平成30年度末までに

順次策定します。

●布設年度の古さ、管路の重要度を考慮し、計画的に老朽管更新事業を実施します。

●管路の直径を適正な規模に見直しながら更新します。

●平成 27年から平成69年まで毎年約18kmずつ平準化して、更新します。

水道管にポリエチレン製の袋状の被覆をし、
防食対策を施しています。

（S60年以降に布設、耐用年数80年）

今後1年ごとに順次
老朽管となる管路

（S51〜S59に布設）

長野市が管理する水道管は、総延長約1,850km（簡易水道を除く）です。この内、現時点
で老朽管が約250kmあります。そして、このままでは老朽管は年々増加し、平成36年度に
は約770kmに達する見込みです。

【水道管の耐用年数】昭和59年以前に布設した水道管は40年ですが、昭和60年以降に布設
した水道管は防食対策を施したため、80年としています。

基幹管路※1の耐震化率は３４．４％と全国平均の２１．６％を上回っていますが、管
路全体は８．３％と全国平均の１２．４％を下回っている状況です。

※1　浄水場と配水池を結ぶ送水管や直径３００mm以上の配水本管をいう

老朽管の
現状

水道管の耐震化
の現状

その他の管路の全国平均は未公表

『西宮市政ニュース』 第 1378 号より。
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